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情報社会基礎・情報科学基礎
• 全学共通教育科⽬の⼀般情報教育科⽬
- 全学教育推進機構を開講部局とし、サイバーメディアセンターが
コースデザイン・教材・演習ツール等の提供を担当

• 春学期開講の1年⽣向け※必修科⽬
- 週2コマの2単位科⽬

• 2019年度にカリキュラム改⾰を実施
- 2018年度までは前期に各学部学科で独⾃の内容を実施
- 2019年度よりSociety5.0時代に向けた⼀般情報教育として
学部共通の学習項⽬を設定し（IPSJのGEBOKを参考）、授業内容をリニューアル
- 各学部学科の授業担当の先⽣⽅のご協⼒のもと授業を実施

※⼀部学部を除く 2



本授業の特徴
反転学習的アプローチ
• 週2回の授業が対⾯授業（同期）と

オンライン授業（⾮同期）から構成
※2020年度は全てオンライン授業（13回）

• LMSを通じて各種教材を提供。毎授業後は
リフレクションを兼ねた授業アンケート

• 前半はオンライン授業回は講義動画による
知識習得型授業・対⾯授業回は演習授業

• 後半のプログラミング授業回※は全て演習
（情報社会基礎︓3回、情報科学基礎︓5回）

回 トピックス
1 ガイダンス

2, 3 メディアとコミュニケーション

4, 5 情報のディジタル化とコンピューティン
グの要素と構成

6, 7 情報ネットワークと情報セキュリティ
8 中間テスト + 前半授業の振り返り

9〜11 プログラミング演習
14 インターネットサービスの仕組み
15 期末テスト

情報科学基礎の標準授業計画

どのような学習環境で演習を⾏うか︖
※ ⼀部学部学科はデータ科学⼊⾨または学科独⾃の演習を実施 3



前半の演習
LMSのクイズ・解説動画等を準備し、⾃律的に演習を進めていけるよう準備
後半の演習

SaaSのプログラミング演習環境 Edを活⽤した演習を実施。
2019年度から⾮同期型に対応できるよう教材等は準備できていたため、
2019年度の状況を踏まえ難易度の調整するとともに解説動画の準備

2020年度の対応⽅針
プログラミング経験・学習環境（PCスペック、ネットワーク環境）も多岐にわ
たるため、同期型授業回も⾮同期型授業回と同じく、個々のペースで学習を進め
ることができるよう教材・学習環境を⽤意し、必要な時にすぐに⽀援できる体制
（遠隔会議システム、LMSの掲⽰板等）を整える

※教科書「情報⼊⾨」（培⾵館より1⽉頃出版予定）の共著者の⼤阪電気通信⼤学の⻑瀧寛之先⽣・⼤阪学院⼤の⻄⽥知博先⽣
にご協⼒いただきました。改めて感謝申し上げます。
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前半︓演習授業
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後半︓プログラミング学習環境
Ed platform（Edstem.org）
- The University of Sydneyでも採⽤

• Ed Lessons
授業教材・課題

• Ed Discussion
コミュニケーション

• Analytics
学習分析

本授業では主に以下の
3つの機能を活⽤
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後半︓プログラミング学習環境
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Ed Lessons

Reading document

Multiple Choice 

Video

Code Challenge

テキストベースの教科書。
Code Snippetと呼ばれるリアルタイ
ムに実⾏できるエディタを埋め込める
ので、実際にプログラムを動かしなが
ら学習を進めることができる。

１つの授業回の教材を
Lessonsで開発
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Code Challenge

❷解答エリア
＜プログラムの⼊⼒＞

❸実⾏結果

実⾏ボタン 解答提出ボタン

❶問題⽂

• プログラミング課題と
して利⽤

• 試⾏錯誤しながら課題
に挑戦。⾃分の理解度
をこまめにチェック。

• ⾃動採点が可能
• 教員は受講⽣の画⾯を

リアルタイムで確認・
共同編集も可能
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Analytics

• クラス・受講⽣単位
で進捗状況の可視化

• Ed Lessonsのスライ
ド単位で学習状況を
リアルタイムに把握
できる
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Ed Discussion

教員・TAのみ閲覧可 他の学⽣へは匿名にする

• コードを⽤いた質問が可能
• Private, Anonymous機能
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2020年度の授業アンケート結果
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• 難易度・分量・説明⽅法・教材・理解度を深める配慮・シラバス・学習成果・満⾜度の観点
で全授業終了後にアンケート（「1. 全く当てはまらない」「2. あまり当てはまらない」
「3. やや当てはまる」「4. よく当てはまる」の4件法）を 実施

• モデル授業（後半はプログラミング演習）を実施した14クラスを対象
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難易度 分量 説明⽅法 教材 理解度を深める

配慮

シラバス 学習成果 満⾜度

情報社会基礎（n=161） 情報科学基礎（n=1191）



2020年度の⾃由記述による感想（⼀部抜粋）

• パワーポイントやEdなどの教材が体系的に作られており、理解しやすかった。
• 通常時でも半分はメディア授業を実施するという授業の特性からか、⾮常にスムーズ
に講義を受けることができました。講義動画のみではなく、演習も織り交ぜてくだ
さっていたので、理解がしやすくなった部分が多くありました。

• 動画やファイルなどを使った分かりやすい説明と、楽しいクイズや実習といった様々
な⽅法で授業を進めていただけたので、モチベーションを保ちながら勉強することが
できました。

• 動画形式での授業について、⼀度で理解できなかった部分が気軽に何度でも⾒直すこ
とができ、理解がしやすいように感じた。そのため、今後もこの形式がメインでなく
ともこの形式を取り⼊れた授業形態にして欲しいと感じた。
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教材や授業設計の⼯夫次第でオンライン授業でも⾼い教育効果が

得られることが⽰唆された



まとめ
• 2020年度春学期の初年次必修の全学共通教育科⽬の⼀般情報教育科⽬「情

報社会基礎・情報科学基礎」の実施内容を報告
• 授業コンテンツの調整および同期・⾮同期の活動・⽀援をうまく組み合わせ

ることにより、オンライン授業環境下でも授業改善を図ることができた

• 動画教材の活⽤
→ 受講⽣安⼼して授業に取り組むことができる。復習にも効果的。

• オンライン環境における演習の効果
→ 受講⽣のモチベーションの維持、体験的な学習の効果。

• 受講⽣の学習状況をリアルタイムで把握できる仕組み（LA）
→ Edのようなで受講⽣の学習状況を把握できる仕組みや
LMSのクイズ機能等を活⽤
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本授業で利⽤した教材の公開について

https://csedu.ime.cmc.osaka-u.ac.jp/oer/
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本授業の教材（講義動画、演習ツール）をOER（Open Educational 
Resources）として2021年1⽉に公開を予定しております。

https://csedu.ime.cmc.osaka-u.ac.jp/oer/

